





















それから 17 年の間に、800 個以上もの系外惑











星を 100 光年離れた距離から観測すると、その明るさは 28 等級（肉眼で見える限界の 6 等
星の 6 億分の１の暗さ）となる。これは、すばる望遠鏡のような口径 8〜10ｍクラスの大望
遠鏡を使わなければ観測できない明るさである。さらに、恒星と惑星が接近しているにも
関わらず、明るさの差が大きいことも観測を困難にする。例えば、100 光年離れた距離から
太陽系を見た場合、太陽と木星は 0.16 秒角（１秒角は 3600 分の 1 度）しか離れておらず、
図 1 系外惑星の年別発見数 
横軸が年、縦軸が発見数を表す。 





までに約 30 個が発見されたのみである。 
図 2 は、ヘルツバーグ天体物理学研究所のマ
ロワ（Christian Marois）らが、2008 年にハ
ワイ Keck 天文台と Gemini 天文台で、スペッ
クルイメージングという方法を用いて赤外線




























は 500 万分の 1 である。惑星を持つ恒星があ
図３	 惑星の恒星面通過 
図４	 HD 209458 の光度変化４） 
1999 年 9 月 9 日の光度変化（上）と 
1999 年 9 月 16 日の光度変化（下）。 
横軸は食の中心を 0.0 とした時刻（単位：日）、 
縦軸は通常時を 1.0 とした明るさである。 
9 月 16 日のデータは、区別のため、 
下に 0.05 だけずらしている。 
図２	 HR 8799 の直接撮影画像３） 













できる確率が 100 万分の 1 でも、10 万個の星を数十回〜数百回観測すれば、いくつかは系
外惑星を発見できるだろう、というわけである。ハーバード・スミソニアン天体物理学セ
ンターが中心となって運営している HATNet プロジェクト５）６）は、44 個の系外惑星を発
見し、カナリア諸島天体物理研究所、キール大学など７機関が運営する SuperWASP プロ
ジェクト７）８）は、72 個の系外惑星を発見した。また、CNES/ESA（フランス国立宇宙研
究センター／欧州宇宙機関）が打ち上げた CoRoT 宇宙望遠鏡９）は、22 個の系外惑星を発
見し、NASA（米国航空宇宙局）が打ち上げた Kepler 宇宙望遠鏡 10）は、105 個の系外惑
星を発見するなど、宇宙望遠鏡を使った観測も行われている。現在までに、食が観測され





























年にフランス Haute Provence 天文台で、ペ

















ギー系外惑星探査（Lick-Carnegie Exoplanet Survey）12）は、100 個以上の系外惑星を発
見した。また、チリ La Silla 天文台で行われてる HARPS（High Accuracy Radial Velocity 
Planet Searcher）プロジェクト 13）14）は、75 個の系外惑星を発見した。いずれも口径が
4m や 10m といった大望遠鏡と高性能の分光器を使う大型プロジェクトである。現在まで













図８	 ペガサス座 51 番星の視線速度変化１） 
横軸は、周期の 4.2 日を単位として 
約 150 日間の観測データを折りたたんだもの、 
縦軸は視線速度の変化（単位：m/s） 
 















は、像の大きさが 0.05 秒角（１秒角は 3600
分の 1 度）と小さいが、地上では、すばる望遠
鏡のあるハワイ マウナケア山頂のような好立




















左側が補償光学 OFF、右側が補償光学 ON 
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